
三重県慢性腎臓病対策 市民公開講座 

「「ああななたたのの腎腎臓臓
じ ん ぞ う

をを守守るる」」  
  

 

 

 

 

                                    

  

―プログラム― 

1）学術講演（腎臓病の早期発見・早期治療の重要性） 

2）養生俳句コンテスト入賞句発表 

3）聴講者参加による腎臓病クイズ 

4）健康落語「ドクターらく朝の笑って健康」 

    講師：医師・落語家 立川らく朝 氏 

日時：平成24年3月4日（日）13:00～16:00 

場所：三重大学講堂（三翠ホール）〒514-8507 津市栗真町屋町1577 

※駐車場に限りがございますので、できる限り公共交通機関でご来場ください。 

 

【お申し込み方法】 郵便番号、住所、氏名、電話番号、参加希望人数、駐車場利用 有無を明記の上、 

下記のいずれかでお申し込みください。 

 【郵送】〒514-8507 津市江戸橋 2-174 

三重大学医学部附属病院 腎臓内科内 三重 CKD 委員会 宛 

【ＦＡＸ】059-231-5403 

【メール】mieckd@clin.medic.mie-u.ac.jp 

※参加証の発送はございません。誠に勝手ながら駐車場は先着順につき、ご参加いただけない方のみに 

     ご連絡いたします。ご了承ください。 

【申し込み締切日】（俳句申込み）平成 24 年 1 月 31 日（参加申込み）平成 24 年 2 月 15 日 

【お問い合わせ先】 三重大学医学部附属病院 腎臓内科 （三重CKD委員会） 

TEL: 059-231-5403 E-Mail: mieckd@clin.medic.mie-u.ac.jp 

 

 

体験・相談コーナー 

○塩分味覚体験（利き塩）○血圧測定コーナー ○栄養相談 ○お薬相談 ○医師への相談 

1000名様 

入場無料 
   

立川 らく朝氏プロフィール 

杏林大学医学部卒業。「表参道福澤クリニック」院長として、内科診療にあたる。 

学生時代からの落語家になる夢を捨て切ることができず、46 歳にして立川志らくに入門、落語

家として前座修業を開始。50 歳にして立川流家元・立川談志に認められ二つ目に昇進。落語

家と医師、両方のプロであるユニークな立場を生かし、「笑いと共に楽しく健康情報を提供す

る」をコンセプトとして健康落語、ヘルシートークなどを次々に開拓。全国での講演、様々なコラ

ボによる舞台、執筆活動などで活躍中。 

主催：三重大学医学部附属病院腎臓内科（三重 CKD 委員会） 

後援：三重県、津市、三重県市町保健師協議会、三重県国民健康保険団体連合会、（社）三重県医師会、（社）三重県薬剤師会、 

（社）三重県栄養士会、三重 FM放送、中日新聞社、日本慢性腎臓病対策協議会(J-CKDI) 



《送信先FAX》 

059-231-5403 
 

■市民公開講座「あなたの腎臓を守る」参加・養生俳句 申込書 

代表者 

氏名 

ﾌﾘｶﾞﾅ  

年 齢 

 

 

     

 

 

参加希望人数 

 

 

合計    名   

 

 

 

住所 

〒     － 

 

 

TEL 

FAX 

 Ｅメール 

アドレス 

 

駐車場 
                ※駐車場に限りがありますので、   

 利用する ・ 利用しない       なるべく公共交通機関をご利用ください 

 

※俳句に応募の方は、下記もご記入ください。 

ペンネーム 
 俳句のみ応募の場合は 

○印を記入して下さい 
（     ） 

 

 

■「養生俳句」 

 

 

 ※作品の漢字には、フリガナをつけてください。応募作多数の場合は別紙に記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご記入いただきました個人情報については、本会の運営に関する目的以外には使用いたしません。 

 

 ☆テーマ「わたしの健康」「わたしの病気」「わたしの腎臓」  

 

☆『養生俳句』応募に関して 

【応募条件】どなたでもご応募できます。おひとりで何句でも応募いただけます。 

応募は未発表作品に限り、応募作品は返却いたしません。 

【表彰内容】 応募作品の中から、優秀作品には記念品を贈呈いたします。  

【選考・発表】厳正に審査を行い、受賞者には平成 24 年 2 月中旬以降にお電話もしくはメールにて

連絡をいたします。また、優秀作品は市民公開講座において発表します。 

なお、入賞作品の発表や出版に関する著作権は主催者に帰属するものといたします。 

 

 

申込み締切 （俳句）平成 24 年 1 月 31 日 

（参加）平成 24 年 2 月 15 日 


